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基
礎
部
門

基礎ゼミナールⅡ
社会学の基礎

基礎ゼミナールⅠ
心理学の基礎

身体科学の基礎

研
究
法
部
門

社会調査法A 社会調査法B
心理学研究法A

社会調査法Ｃ
心理学研究法Ｂ

社会学の理論と方法

社会統計学
心理学研究法C

多変量解析入門 質的社会調査法

基礎的な知識と研究手法の修得 実践を通じた知識と研究手法の修得 知識と研究手法の深化及び問題の発見 テーマ設定と研究実践

1年次 2年次 3年次 4年次

基
礎
演
習

心理学実験基礎演習Ⅰ
社会調査演習Ⅰ

心理学実験基礎演習Ⅱ
社会調査演習Ⅱ

身体科学実験基礎演習

学部共通部門

人間科学専門演習Ⅰ 人間科学専門演習Ⅱ
専門演習

現
代
社
会
生
活

コミュニケーションの心理学 社会心理学
ジェンダーの社会学

現代社会論
親密圏と家族の社会学
生活環境の社会学

都市と地域の社会学

職場の社会学
情報と社会
出版文化論

文化の社会学
現代社会生活特講A
現代社会生活特講B

仕事の社会学 社会問題の社会学

人
間
発
達

生命科学
身体活動の科学

脳と心
基礎心理学

心の認知科学

生涯発達心理学
生と死の社会学

ライフコースの社会学

人間発達特講B

動物と人間の心理学
人間発達特講A

発育発達と運動
認知社会心理学

感情心理学

親と子の発達心理学
健康心理学

論理的な思考と協働

分析力と表現力

人間社会・心理に
ついての多面的な
知識・現代的課題
への複眼的思考

学融合ゼミナールⅠ 学融合ゼミナールⅡ

人間学概論 社会政策論 人間学特論

人間の心や身体は社会や文化からの影響が

大きいもの。心理学・社会学・身体科学を横

断する学びによって、自己、対人関係、家族・

職場・地域などへの理解が深まります。

多角的に学ぶからこそ
問 題の本 質を理 解できる

人 間 学 部

FACULTY OF HUMAN STUDIES 

DEPARTMENT OF HUMAN SCIENCES

人 間 科 学 科

学びの分野

人間科学科の学びの軸は、「心理学」「社会学」「身体科学」の3分野。
例えば「心理学」では、従来から統計的な手法を用いたアプローチを重視
し、データ分析の視点や手法といったデータサイエンスのスキルを修得でき
ます。心理学の実験や社会調査は主にグループワークで進め、学生同士

社 会を観 察し、人の心 理を分 析する

この学科がめざすこと

が活発に意見交換をしながら理解を深めます。複数の学問領域を学ぶこと
で現代社会に必要な複眼的視点が身につきます。入学時には将来像が明
確ではない学生も現代社会の課題を理解しながら自分の目標を見つけられ
ます。学科独自の資格として認定心理士と社会調査士の取得ができます。

1年次の基礎ゼミから、2年次の基礎演習、3

年次の人間科学専門演習、4年次の卒業論

文作成まで、4年間にわたる少人数ゼミで分析

力やプレゼンテーション力を磨きます。

4 年 間にわたるゼミナールで
段 階 的に学びを深めていく

人間を「心」「社会」「身体」という3つの面

から分析。心理学研究法や社会調査法、社

会統計学、質的社会調査法などを学びながら、

科学的かつ多角的な人間理解につなげます。

心と体 、社 会との関わりを
科 学 的なアプローチで分 析

3つのポイント

カリキュラム

心理学 社会学 身体科学

担当教員

話を深 掘りして“ 聞き出す力 ”が磨かれました。私の理 論×実 践

私は 「 地 域のつながり」 に興 味があり、“ 近 所 付き合い”の実 態 把 握に向けた観 察 調 査やインタビュー

調 査のスキルを磨いてきました。例えば 、準 備した質 問を一 方 的に投げかけるのではなく、一つの回 答を

基に次の質 問を考え、話を掘り下げていく臨 機 応 変の対 応力が大 切だと学習しました。地 域の防 災イベ

ントで実 践してみると、直 接 聞くからこそ知り得た人のあたたかみがありました。また、炊き出しの際に参

加 者が 「あったかいね」「おいしいね」と話す姿が印象深く、卒業論文では地域のつながりを生む食の可

能性を探りたいと考えています。

市川 百夏
人間科学科 4年
東京都
板橋有徳高等学校 
出身

心理学、社会学、身体科学のアプローチで「人間」を多角的に考

察する人間科学科。人間科学の研究に取り組むための専門的な

実験室・実習室を備えています。「心理学実験室」は脳波測定にも

対応した感覚システム室を設置。「身体実験室」では、人間の身体

能力と運動の関連性を実験で確かめます。「社会調査実習室」で

は、各種社会調査の企画・設計から集計・分析、調査結果のプレゼ

ンテーションまで社会調査の各プロセスを学びます。

「人間」を研究する実験施設

卒業論文一例TOPIC

◦Instagramにおける社会的比較が自尊
感情に及ぼす影響

◦アイメイクとマスクの人物の印象評価への
効果

◦大学生の迷惑行為抑制に効果的なメッ
セージについての実験的研究

◦テキストマイニングを用いた流行歌の分析

◦聴取行動からみる大学生にとってのラジ
オの役割

人 間 科 学 科の“ 学びのフィールド”

人間科学専門演習

専門演習ではリサーチと分析の方法を実践

的に学びます。社会学の木村ゼミでは地域に

協力を依頼し公園を起点に徒歩で調査を行

い町内会主催の行事を観察しました。社会学

的思考や調査の実施方法、調査報告の作成

方法が身につきます。

こんなキミに学んでほしい

身近な人たち、異なる文化や価値観をもつ人々の

生活や人生に多面的な関心を抱いている人

実験や調査によって、人間の心理・社会・身体を

理解したいと思う人

家族や学校、地域、職場などで生じている問題や

文化、環境、メディアなどのあり方に興味があり、

より深く考えてみたい人

心の不思議、社会の不思議、体の不思議…
みなさんが日々感じるさまざまな不思議。
どうか「なぜ？」という思いを大切にして
じっくりと理由を探してみてほしい。
それができるのが人間科学科です。

ワンポイントアドバイス

名 前 職 階 専 門

荒生 弘史 教授 生理心理学・実験心理学

荒川 康 教授 環境社会学、地域社会学

井出 裕久 教授 産業社会学、社会調査論

今村 成夫 教授 図書館・情報学

内田 英二 教授 運動生理学、健康科学

澤口 恵一 教授 食の社会学、ライフコース研究、家族社会学

谷田 林士 教授 社会心理学

長谷川 智子 教授 発達心理学

名 前 職 階 専 門

井関 龍太 准教授 認知心理学

河合 恭平 准教授 社会学理論、社会思想史、現代社会論

木村 豊 専任講師 歴史社会学、文化社会学、時間の社会学

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/
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